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デジタル活用に事務部門の効率化
高知県南国市
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工作機械用精密部品、建設機械用精密油
圧部品等の製造業

東芝の 40 年間で工場情報システムなど ICT 関連業務
全般並びに、経営・企画・生産等多くの業務を経験
しました。この経験を活かし支援を求めている方を
お支えできることがあればと考えていた時に、高知
の企業紹介を頂きました。
当社は社長様以下社員の皆様がフレンドリーで一体
感が醸成されており、かつ働き方改革にもチャレン
ジしている素晴らしい会社です。この会社がより一
層発展できる一助になれるよう努めて参ります。

まず現在の業務フローを分析し課題の共有を図り
ます。次に課題解決の手段を検討し実装していく
方法です。施策例は「手書き作成資料のデジタル
化と注文残案件の本社・第二工場間での情報共有
( 見える化 )」で、受注した案件の進捗状況を当社
既存システムデータベースより生成し、Excel マ
クロ等と組合せ、本社と第二工場でモニタリング
できる仕組みと環境の整備を進めております。

常日頃から製造現場の改善を進めている中で、事
務部門についても効率化・省力化を進めなければ
という思いを抱え、デジタル化は必須事項だと考
えていました。
そんな中、高知県プロフェッショナル人材戦略拠
点よりプロフェッショナル人材活用のお話をいた
だき、冨永氏をご紹介いただきました。冨永氏と
面談する中で、経験の豊富さ、視野の広さを実感し、
課題解決につながると判断し契約させていただき
ました。自社に合ったデジタル化の要望に応えて
くださるほか、様々なご提案・ご指導をいただい
ている、心強い味方です。

㈱東芝　小向事業所　上席経営変革責任者、
企画長

主な経歴：

代表取締役

役職名： 顧問

冨永 宏志 氏

年　齢： 64 歳
家族構成：妻
出身地： 還流ルート：静岡県 転居なし
業務遂行手段： 遠隔業務と月数回の対面会議

昭和 48 年の創業以来、本社および第二工場のある高知県南国市にて大手建機メーカーや産業機械メーカーの油
圧部品、建機メーカー向けの土木建機部品などの部品量産を中心に手掛けています。また、事業の成長発展のた
めに設備更新による効率化はもとより、働き方改革や SDGs 推進など様々なことに取り組んできました。そして、
近年はさらなる生産性効率化を模索する中で、生産管理の中核となる事務部門にデジタル化を適用することで、
当該部門の効率向上ならびに人的リソースに起因したリスクの低減が図れることに着目し、本課題に取り組むこ
ととしました。

人的リソースに依存した紙中心の業務をデジタル化により効率化

デジタル化による課題解決を推進するにあたり、事務部門だけにとらわれず会社全体を俯瞰的に捉えること
ができ、かつデジタル化やシステム関係に明るい人材を探していました。
プロ拠点よりご紹介いただいた冨永氏は、大手の総合電機メーカーにて経営変革責任者や事業所企画長を務
められ、ICT 関連システムの開発や既存運用システムの改善・改革に精通された方であり、当社の課題解決
に適任の方だと感じ、お願いしたいと考えました。

最小の経費で最大の効果をあげる事務部門のデジタル化改善

冨永氏からの提案で長年当社の生産活動を支えてきた業務プロセスの現状分析を行い、問題点や課題を洗出し
ました。その上で高額投資を伴うパッケージソフト導入やシステム化ありきの考えを一旦保留とし、当社のあ
りたい姿を描いた上で業務プロセスの改善に取組み始めました。
業務プロセス改善の実現には従業員の意識共有が不可欠であり、まずは小さな成功体験を積むために「手書き
作成資料のデジタル化と注文残案件の本社・第二工場間での情報共有 ( 見える化 )」を進めることとしました。
当社の目指す姿に対し、現状は途上段階にありますが、まずは成功体験事例を通じてデジタル化を推進するこ
とで「ムリ、ムダ、ムラが軽減でき効率がこんなに変わるんだ」を実感し、新たな改善を考えています。

デジタル化を通じた業務改善・意識改革

小比賀 俊文 氏

四国スッピル工業有限会社76 高知県


